
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
枠体（１）を窓（Ｗ）より側方の外壁（Ｆ）に取付ける取付束（４，１４）と、取付束（
４，１４）の上端部より庇（Ｇ）の下面（ｇ）に沿って取付ける上額体（２）、取付束（
４，１４）の下端部に上額体（２）と相対するように取付ける下額体（３）、及び上下額
体（２，３）の間に取付ける吊束（５，１５）より構成し、上下額体（２，３）の間に直
線開口部（Ａ）と隅角開口部（Ｂ）を設け、その直線開口部（Ａ）に平板型遮光パネル（
６１）を、隅角開口部（Ｂ）に屈曲型遮光パネル（６２）を取付け、窓（Ｗ）から室内に
照射される太陽光を夏期には遮り、冬期には室内に取入れ得るようにした遮光ルバー。
【請求項２】
枠体（１）を庇（Ｇ）の突出縁部に沿った形状に構成し、その左右取付束（４，１４）間
に、外壁（Ｆ）に固定する横材（２４）を取付け、枠体（１）の隅角開口部（Ｂ）を出隅
開口部（Ｂ１）に形成する一方、屈曲型遮光パネル（６２）を出隅開口部（Ｂ１）に応じ
た出隅パネル（６３）に形成する請求項１記載の遮光ルバー。
【請求項３】
枠体（１）の隅角開口部（Ｂ）を出隅開口部（Ｂ１）と入隅開口部（Ｂ２）に形成し、屈
曲型遮光パネル（６２）を出隅開口部（Ｂ１）に応じた出隅パネル（６３）と、入隅開口
部（Ｂ２）に応じた入隅パネル（６４）に形成し、各パネル（６１，６２，６３，６４）
を開口部（Ａ，Ｂ１，Ｂ２）の束に取付ける縦桟（７，１７）と、両縦桟（７，１７）間
に一定間隔（Ｐ）で取付ける遮光桟（８）から構成した請求項１、又は２記載の遮光ルバ
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ー。
【請求項４】
遮光桟（８）を少なくと起立片（８ａ）と、その頂部より外部に向けて下降傾斜する斜片
（８ｃ）から成る略直角三角形に形成し、斜片（８ｃ）の斜片角度（α）を、夏期と冬期
の日照変化を考慮して形成する請求項１、２又は３記載の遮光ルバー。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、窓の室外側に設ける遮光ルバーに関する。
【０００２】
【従来の技術】
夏期に窓から室内に太陽光が照射されると、その照射によって室内が高温になるため、種
々の遮光装置が提供されている。例えば窓枠の内部にフインを並列に設け、フインを回動
する遮光装置（実開昭 50-63942号公報、実開昭 52-20879号公報）、サッシ窓の室内側にカ
ーテンやブラインドを取付ける遮光装置（実開昭 61-152697 号公報）、庇の下に巻取式の
シートを備え、シートを出し入れする遮光装置（実開昭 62-85624号公報、実開昭 64-41522
号公報）、窓上部の外壁にルバーを起倒可能に取付けたり、伸縮式のルバーを取付ける遮
光装置（例えば実公平 4-32428 号公報）等が知られている。
【０００３】
また庇型遮光手段やルバー型遮光手段として、水平庇、水平ルバー、かざし、ルバー庇、
格子庇、穴庇、垂直ルバー、垂直可動ルバー等が知られており、正しく設計したルバー庇
や水平ルバーは、まさに太陽光が室内に入射しようとする限界の照射角度θに合わせられ
ているのど、庇と同様の遮蔽効果を持ち、垂直ルバーは太陽が東から西にまわるにつれて
、先ず遮光桟の間から光が漏れ初め、しばらくして再び遮蔽される。
格子ルバーは、基本的には水平フインによる照射角度θの遮蔽効果と、垂直ルバーの方位
照射角度の遮蔽効果との重ね合わせと考えてよい。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
カーテンやブラインドによる遮光手段にあっては、室内に太陽熱が取り込まれるため、断
熱効果が半減してしまう問題点があるし、また通風を妨げたり、視界を遮ったりする問題
点もあった。
また垂直ルバーにあっては、正面方向には効果が少なく、ＮＥとＮＷ向きか、又は可動型
としない限り、完全な遮蔽が不可能になる問題点があるし、格子ルバーにあっては、太陽
の低照射角時にはあまり効果がないので、水平ルバーより若干守備範囲の広がった遮光効
果しか得るれない問題点があった。
【０００５】
夏期に窓から室内に太陽光が照射すると、その太陽熱によって室内の温度が高められ、特
に南向きや西向きの部屋では相当の暑さになり、その部屋で長時間生活し得なくなる問題
点があった。これらの部屋に冷房装置を取付け、冷房装置によって室内温度を低下すれば
、長時間の生活も可能となるが、太陽熱によって上昇する室内温度分、余分に冷房エネル
ギーを必要とする問題点があった。
夏期の遮光手段を設けると、その分、冷房エネルギーを軽減し得るが、遮光手段により冬
期も太陽光を遮断すると、太陽光による室内温度の上昇を妨げる問題点があった。
【０００６】
太陽熱による夏期室内温度の上昇、遮光による冬期室内温度の低下は、冷暖房装置によっ
て調整されていたため、その分、余分に冷暖房エネルギーを消費し、電気代や燃料代が高
くなる問題点があると共に、資源の無駄使いにもなる問題点があった。
そこでこの発明は、従来技術の有するこのような問題点に鑑みてなされたものであり、そ
の目的とするところは、夏と冬の日照変化を考慮し、省エネルギー効果の高い遮光ルバー
を提供することにある。
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【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために、本発明の遮光ルバーは、枠体を窓より側方の外壁に取付ける
取付束と、取付束の上端部より庇下面の外周縁部に沿って取付ける上額体、取付束の下端
部に上額体と相対するように取付ける下額体、及び上下額体の間に取付ける吊束より構成
し、枠体に直線開口部と隅角開口部を設け、左右取付束間に、外壁に固定する横材を取付
け、直線開口部に平板型遮光パネルを、隅角開口部に屈曲型遮光パネルを取付けるもので
ある。
【０００８】
枠体の隅角開口部を出隅開口部と入隅開口部に形成し、屈曲型遮光パネルを出隅開口部に
応じた出隅パネルと、入隅開口部に応じた入隅パネルに形成し、各パネルを開口部の束に
取付ける縦桟と、両縦桟間に一定間隔で取付ける遮光桟から構成し、遮光桟を少なくと起
立片と、その頂部より外部に向けて下降傾斜する斜片から成る略直角三角形に形成し、斜
片の斜片角度を、夏期と冬期の日照変化を考慮して形成することにより、窓から室内に照
射される太陽光を夏期には遮り、冬期には室内に取入れ得るようにしたものである。
【０００９】
【発明の実施の形態】
次に本発明による遮光ルバーの実施形態を図１乃至図６に基づき説明すれば、建物の外壁
Ｆより室外側に突き出る庇Ｇの下面ｇの外縁部に沿って取付ける枠体１に、直線開口部Ａ
と隅角開口部Ｂを設け、隅角開口部Ｂを出隅開口部Ｂ１に、又は出隅開口部Ｂ１と入隅開
口部Ｂ２に形成し、直線開口部Ａに平板型遮光パネル６１（以下、直線パネル６１と称す
る）を、隅角開口部Ｂに屈曲型遮光パネル６２（以下、隅角パネル６２と称する）を取付
け、窓Ｗから室内に照射される太陽光を夏期には遮り、冬期には室内に取入れ得るように
したものである。
【００１０】
【実施例】
枠体１は図５と図６の如く、窓Ｗより側方の外壁Ｆに取付ける左右取付束４，１４と、該
取付束４，１４の上端部より庇下面ｇに沿って取付ける上額体２、両取付束４，１４の下
端部において上額体２と相対するように取付ける下額体３、上下額体２，３の間に取付け
る吊束５，１５、及び両取付束４，１４間に取付ける横材２４より構成され、取付束４と
吊束５の間、及び吊束５，５，１５の間に直線開口部Ａを形成すると共に、吊束５，１５
の間に隅角開口部Ｂを形成するもので、隅角開口部Ｂは出隅開口部Ｂ１と入隅開口部Ｂ２
の何れかに形成する。
横材２４の取付けを省略することも可能である。
【００１１】
上額体２は横材２４と、横材２４の両端部より室外向きに突出する袖材２１、袖材２１の
先に連続する隅角材２２、左右の隅角材２２，２２間に取付ける前縁材２３から構成され
、矩形枠状や中央凸枠状、或いはジグザグ枠状に組立てるもで、横材２４を窓Ｗより上方
の外壁Ｆに取付け、袖材２１と隅角材２２、及び前縁材２３を庇下面ｇに沿って取付ける
。
下額体３は袖材３１と隅角材３２、前縁材３３から構成するもので、上記上額体２と対称
に組立てるものである。
【００１２】
上下額体２，３を構成する袖材２１，３１と隅角材２２，３２、前縁材２３，３３、及び
横材２４を同一断面形状に形成し、枠構成材１０より切断し得るようにすることが望まし
い。
取付束４も枠構成材１０より切断して組立てることが望ましい。
枠構成材１０は図７（Ａ）の如く、内壁４ａの左右より外周向きに側壁４ｂ，４ｃを突出
し、両側壁４ｂ，４ｃの端部に内壁４ａと平行する底壁４ｄを設け、略矩形状の筒体を成
すものである。
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【００１３】
吊束５は図７（Ｂ）の如く、矩形筒体５ａの外周側に、外周壁５ｂより左右に延長する係
止片５ｃ，５ｄを設け、筒体５ａの内部側にビスホール５ｅを形成するもので、吊束幅ｈ
を額材幅Ｈより数 mm小寸法に形成する。
隅角材２２，３２は図８の如く、枠構成材１０より角材２ａ，２ｂを切取り、その一端を
４５度に切断し、鉤状ブロック９を用いて角材２ａ，２ｂの傾斜端面を突合わせて連続す
るもので、鉤状ブロック９は角材２ａ，２ｂの中空部４ｅに挿入する脚部９ｃ，９ｄを直
角に設け、その境界に斜板９ａを鍔状に突出する。
【００１４】
上額体２の袖材２１と隅角材２２、及び隅角材２２と前縁材２３は、図９の如く直結ブロ
ック１９を用いて夫々連続するものであるし、下額体３の袖材３１と隅角材３２、及び隅
角材３２と前縁材３３も、同じ直結ブロック１９を用いて連続するものである。
この直結ブロック１９は仕切板９ｂの左右に、枠構成材１０の中空部４ｅに挿入する脚部
９ｃ，９ｄを突出している。
【００１５】
直線パネル６１は図１０の如く、左縦桟７と右縦桟１７の間に、略直角三角形を成す遮光
桟８の斜片８ｃを外向きにして一定間隔Ｐで平行に取付ける。
縦桟７は図１３（Ａ）の如く、縦片７ａの内外端に、内側片７ｂと外側片７ｃを相対設し
、横断面Ｉ型を成すか、更に縦片７ａより外周向きに補強片７ｄを突出するもので、吊束
幅ｈより数 mm小寸法に形成する。
遮光桟８は図１３（Ｂ）（Ｃ）の如く、起立片８ａの上端より外向きに頂片８ｂを突出し
、頂片８ｂの先端より外向きに下降傾斜する斜片８ｃを設け、起立片８ａの下部より突出
する底片８ｄにて斜片８ｃを支持し、中空部８ｅにビスホール８ｆを設けた遮光材８０よ
り切断するものである。
【００１６】
隅角パネル６２は図１１の如く、遮光材８０より切断した出隅材８１，８２の斜片８ｃを
、鉤状ブロック２９にて出隅状態に連続した出隅遮光桟８Ａと、その両端に取付ける縦桟
７，１７にて出隅パネル６３に構成するか、図１２の如く遮光材８０より切断した入隅材
８３，８４の斜片８ｃを、鉤状ブロック２９にて入隅状態に連続した入隅遮光桟８Ｂと、
その両端に取付ける縦桟７，１７にて入隅パネル６４に構成するものである。
【００１７】
出隅遮光桟８Ａは、遮光材８０より出隅材８１，８２を切断する際、その一端を起立片８
ａより斜片８ｃの先が広くなるよう４５度に切断し、鉤状ブロック２９を用いて切断面を
突合わせて連続する。
入隅遮光桟Ｂ８は、出隅遮光桟８Ａと反対に、遮光材８０より入隅材８３，８４を切断す
る際、その一端を先から起立片８ａが広くなるよう４５度に切断し、鉤状ブロック２９を
用いて切断面を突合わせて連続する。
鉤状ブロック２９は、斜板９ａより直角方向に遮光材８０の中空部８ｅに挿入する脚部９
ｃ，９ｄを突出するもので、上額体２の隅角材２２に用いる鉤状ブロック９と基本形状が
類似する。
【００１８】
遮光材８０の斜片角度αは、夏期と冬期の日照変化を考慮し、即ち、緯度による太陽位置
を特定し、夏期における太陽光の最大照射角度θを例えば６０度以上とし、冬期における
太陽光の最小照射角度θを６０度未満として形成する。
遮光桟８の取付間隔Ｐは、遮光桟幅ｓと遮光桟厚さｔ等によって異なるが、遮光桟幅ｓが
３４ mmで遮光桟厚さｔが１９ mmの遮光桟８にあっては、採用し得る範囲は７５～６５ mm、
望ましい範囲は１８～６８ mm、最適な範囲は７０ mmである。
【００１９】
本発明による遮光ルバーは上記構造のとおりであるから、工場で直線パネル６１と隅角パ
ネル６２の出隅パネル６３、及び入隅パネル６４を組立て、施工現場で枠体１を組立て、
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先ず枠体１の横材２４と取付束４，１４を外壁Ｆに取付け、枠体１の上額体２を庇下面ｇ
に取付ける。
次いで枠体１の直線開口部Ａに直線パネル６１を、隅角開口部Ｂに隅角パネル６２を嵌挿
し、これらを離脱不能に固定する。
【００２０】
日射が強い夏期には、高温である太陽光の照射を遮り、必要な採光を行い、夏期の冷房効
果を高め、住いの省エネルギー化を進める。即ち、太陽光は遮光桟８により反射され、窓
Ｗまで達することがないので、これにより冷房エネルギー消費量、即ち電力費は１～２割
軽減される。
太陽光の照射角度θが低くなる冬期には、太陽光は庇Ｇの遮光桟８に遮られずに室内に差
し込むので、室内を暖める。これにより、冬期暖房時には、１～２割の暖房負荷が軽減さ
れる。
【００２１】
【発明の効果】
本発明による遮光ルバーは上記構造のとおりであるから、次に記載する効果を奏する。
建物の外壁より室外側に突出している庇の下面に沿って遮光ルバーを取付けるものである
から、太陽高度が高くなる夏期間において、太陽光を遮蔽することができるので、冷房負
荷熱量を軽減することができるし、反対に、太陽高度が低くなる冬期間には太陽光を室内
に採入れることにより、暖房負荷熱量を軽減することができる。即ち、年間を通して省エ
ネルギー化に貢献する。
【００２２】
本発明による遮光ルバーは、工場で直線パネルと隅角パネル（出隅パネルや入隅パネル）
の遮光パネルを組立て、各種遮光パネルに応じた枠体の構成材を枠構成材より切断してお
き、現場で先ず枠体を組立て、その枠体を取付け、該枠体の直線開口部と隅角開口部に遮
光パネルを順次嵌挿固定するものであるから、それらの取付けが能率的で、しかも簡単容
易に取付け得るばかりか、取付け後の外観も良いし、遮光パネルを構成する遮光桟の厚さ
が小さく、しかも取付間隔も広いので、室内からの視界も良好である。
【００２３】
窓からの日射量は、１時間、１平方メートル当たり約５００キロカロリーにも及ぶが、本
発明遮光ルバーの取付けにより窓が夏期間に日陰となるので、その日射量による冷房負荷
熱量を節約することができる。特に東京より南の地域に使用した場合、遮蔽効率が上昇す
る。
本発明による遮光ルバーは上記実施例に限定されるものではなく、例えば庇の代わりに、
外壁より突出するベランダにおいても、ベランダの外周部に沿って取付けることも可能で
ある。
【図面の簡単な説明】
【図１】（Ａ）（Ｂ）
本発明による遮光ルバーの夏期と冬期における作用状態を示す参考図である。
【図２】遮光ルバーの基本構造を示す斜視図である。
【図３】遮光ルバーの斜視図である。
【図４】遮光ルバーの構造例を示す斜視図である。
【図５】遮光ルバーの分解状態における斜視図である。
【図６】枠体の構成例を示す要部斜視図である。
【図７】（Ａ）（Ｂ）
枠構成材と吊束の平面図である。
【図８】隅角材の構成例を示す平面図である。
【図９】額体の直結例を示す平面図である。
【図１０】（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）
平板型遮光パネルの平面図と正面図、及び縦断面図である。
【図１１】（Ａ）（Ｂ）
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出隅パネルの平面図と正面図である。
【図１２】（Ａ）（Ｂ）
入隅パネルの平面図と縦断面図である。
【図１３】（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）
縦桟の平面図と遮光材の形状例を示す側面図である。
【図１４】遮光桟の構成例を示す平面図である。
【図１５】遮光ルバーの後部取付例を示す要部縦断面図である。
【図１６】遮光ルバーの前部取付例を示す要部縦断面図である。
【図１７】遮光ルバーの取付例を示す要部横断面図である。
【符号の説明】
１　枠体
２　上額体、２ａ，２ｂ　角材
３　下額体、２１，３１　袖材、２２，３２　隅角材
２３，３３　前縁材、２４　横材
４，１４　取付束
５，１５　吊束
６１，６２，６３，６４　遮光パネル
７，１７　縦桟
８，８Ａ，８Ｂ　遮光桟、８ａ　起立片、８ｂ　頂片、８ｃ　斜片
９，１９，２９　ブロック
１０　枠構成材
Ａ　直線開口部、Ｂ　隅角開口部、Ｂ１　出隅開口部、Ｂ２　入隅開口部
Ｈ　枠構成材幅、ｈ　吊束幅、Ｐ　遮光桟の取付間隔
α　遮光桟の斜片角度、θ　太陽光の照射角度
Ｗ　窓、Ｆ　建物の外壁
Ｇ　庇、ｇ　庇下面
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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